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(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 有 

 平成23年3月期の期末配当につきましては、平成22年５月14日の公表時では未定としておりましたが、今後、予

想される損益状況等に鑑み、遺憾ながら配当は見送りとさせていただきます。 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 
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1. 平成23年３月期第２四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 1,552 66.6 △62 ― △60 ― △62 ―

22年３月期第２四半期 931 △65.1 △319 ― △318 ― △255 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 △7. 98 ―

22年３月期第２四半期 △32. 83 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 3,747 1,353 36.1 174. 09

22年３月期 3,860 1,429 37.0 183. 91

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 1,353百万円 22年３月期 1,429百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0. 00 ― 0. 00 0. 00

23年３月期 ― 0. 00

23年３月期(予想) ― 0. 00 0. 00

3. 平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,350 23.3 △63 － △65 － △69 － △8 88

KEIRI
新規スタンプ



  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資

料】Ｐ.３「（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】Ｐ.３「２．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 7,843,000株 22年３月期 7,843,000株

② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 70,447株 22年３月期 68,100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 7,773,687株 22年３月期２Ｑ 7,779,208株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報 ………………………………………………２ 

(1) 経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………２ 

(2) 財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………２ 

(3) 業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………３ 

2. その他の情報 ……………………………………………………………………………３ 

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ………………………………………３ 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ………………………………３ 

3. 四半期財務諸表 …………………………………………………………………………４ 

(1) 四半期貸借対照表 ……………………………………………………………………４ 

(2) 四半期損益計算書 ……………………………………………………………………５ 

【第２四半期累計期間】 ………………………………………………………………５ 

(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………６ 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ………………………………………………………７ 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ………………………………７ 

4. 補足情報 …………………………………………………………………………………８ 

(1) 生産実績 ………………………………………………………………………………８ 

(2) 受注実績 ………………………………………………………………………………８ 

(3) 販売実績 ………………………………………………………………………………９ 

  

  

○添付資料の目次

㈱中央製作所（6846）　平成23年３月期　第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

1



当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出の増加に主導され、一時期持ち直しを窺わせまし

た景気も、自動車のエコカー補助金の終了による減産の予測、長引く円高の影響などにより急速に停滞

感が広がりました。 

  当社の主要顧客業界で有る自動車業界及び電子部品業界においても国際的な価格競争力を維持する為

に一層の生産拠点の海外シフトが現実味を帯びてまいりました。一方で、国内においては国際競争力の

強化のため新技術を盛り込んだ魅力ある製品・商品の開発及びその製品化の実現に向けた様々な革新的

加工技術への取り組みが始まっております。あわせて、グローバルな要請として省エネ、省資源、環境

保全に配慮したものづくりが一層強く求められております。 

 このような情勢を踏まえて当社は、ますます多様化する顧客ニーズに応えるため、お客様目線で営

業・技術部門が一体となってソリューション提案を行い、国内市場の需要の掘り起こしと海外案件に対

する受注の確保に努めました。あわせて、全社に亘る経費節減活動などの業績改善対策も継続して推進

してまいりました。 

 その結果、当第２四半期累計期間の受注総額は1,569百万円（前年同期比21.8％増）、売上総額は

1,552百万円（前年同期比66.6％増）と、低調を極めた前年同期との比較では、いずれも増加しました

が、収益面では、利益が確保できる売上水準にまでは至っておらず、営業損失62百万円、経常損失60百

万円、四半期純損失62百万円の計上となりました。 

  

(資産) 

  流動資産は、前事業年度末に比べ0.9％増加し3,072百万円となりました。これは、受取手形及び売掛

金が485百万円減少したものの、現金及び預金が509百万円、仕掛品が83百万円増加したことなどにより

ます。 

 固定資産は、前事業年度末に比べ17.3％減少し675百万円となりました。これは、投資その他の資産

が118百万円、有形固定資産が14百万円減少したことなどによります。 

 この結果、総資産は、前事業年度末に比べ2.9％減少し3,747百万円となりました。 

(負債) 

 流動負債は、前事業年度末に比べ1.8％減少し1,668百万円となりました。これは、支払手形及び買掛

金が0.9百万円、短期借入金が９百万円それぞれ減少したことなどによります。 

固定負債は、前事業年度末に比べ0.7％減少し725百万円となりました。これは、固定負債のその他が

６百万円減少したことなどによります。 

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べ1.5％減少し2,394百万円となりました。 

(純資産) 

 純資産合計は、前事業年度末に比べ5.4％減少し1,353百万円となりました。これは、利益剰余金が62

百万円、その他有価証券評価差額金が14百万円減少したことなどによります。 

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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一時期、回復基調にあった経済動向も、急激な円高とその長期化により、再び減速懸念が強まりつつ

あり、景気は今しばらく極めて不透明な状況で推移するものと思われます。当社の主要顧客先において

も、需要の減退や先行きへの警戒感から総じて設備投資には慎重な姿勢が窺われます。このような状況

下におきましては、今後、受注・売上が当初想定しました金額を下回ることも予想されます。   

 加えて、当社は現行の適格退職年金制度の廃止に伴い、平成22年11月１日より確定給付年金制度及び

退職一時金制度に移行いたします。この移行による当事業年度の損益に影響を及ぼす現時点での試算額

を織り込み、「業績予想の修正に関するお知らせ」にて本日開示させていただきました業績予想数値へ

修正いたします。 

 詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照願います。  

 また、当期の期末配当につきましては、平成22年5月14日の公表時では、未定としておりましたが、

前述の如くの厳しい損益状況や、経営環境の先行きが不透明であること等を踏まえ、見送ることといた

しました。  

 詳細につきましては、本日公表の「配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照願います。 

  なお、記載の業績予想数値につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を含んでおりま

す。実際の業績は、今後様々な要因により業績予想とは異なる可能性があります。実際の業績に与え得

る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市場動向等が考えられます。 

  

①たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当第１四半期会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

なお、これによる四半期財務諸表に与える影響はありません。 

(3) 業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,571,490 1,062,085

受取手形及び売掛金 948,794 1,434,437

商品及び製品 62,743 48,983

仕掛品 402,861 319,264

原材料及び貯蔵品 57,706 52,362

その他 29,236 127,395

貸倒引当金 △400 △400

流動資産合計 3,072,433 3,044,129

固定資産

有形固定資産 338,042 352,553

無形固定資産 28,379 36,327

投資その他の資産 308,863 427,836

貸倒引当金 △127 △127

固定資産合計 675,157 816,589

資産合計 3,747,591 3,860,718

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 632,666 633,660

短期借入金 845,038 855,034

未払法人税等 3,708 2,641

その他 187,208 208,627

流動負債合計 1,668,622 1,699,963

固定負債

退職給付引当金 513,367 513,132

役員退職慰労引当金 204,000 203,100

その他 8,449 14,671

固定負債合計 725,817 730,904

負債合計 2,394,439 2,430,867

純資産の部

株主資本

資本金 503,000 503,000

資本剰余金 225,585 225,590

利益剰余金 594,742 656,839

自己株式 △11,064 △10,940

株主資本合計 1,312,263 1,374,489

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 40,887 55,361

評価・換算差額等合計 40,887 55,361

純資産合計 1,353,151 1,429,851

負債純資産合計 3,747,591 3,860,718
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 931,860 1,552,398

売上原価 852,588 1,194,522

売上総利益 79,272 357,876

販売費及び一般管理費 398,644 420,144

営業損失（△） △319,372 △62,267

営業外収益

受取利息 669 545

受取配当金 2,304 1,722

スクラップ売却益 406 －

保険配当金 － 4,754

受取保険金 3,540 －

雑収入 2,731 4,734

営業外収益合計 9,651 11,756

営業外費用

支払利息 6,220 5,625

為替差損 2,186 2,934

雑損失 49 1,135

営業外費用合計 8,456 9,695

経常損失（△） △318,177 △60,207

特別利益

固定資産売却益 64,262 －

特別利益合計 64,262 －

特別損失

固定資産除却損 73 119

投資有価証券売却損 － 422

特別損失合計 73 542

税引前四半期純損失（△） △253,988 △60,749

法人税、住民税及び事業税 1,368 1,287

法人税等調整額 － －

法人税等合計 1,368 1,287

四半期純損失（△） △255,356 △62,037
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △253,988 △60,749

減価償却費 33,251 27,520

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,879 235

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,700 900

受取利息及び受取配当金 △2,974 △2,267

支払利息 6,220 5,625

有形固定資産売却損益（△は益） △64,262 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,305,998 462,517

たな卸資産の増減額（△は増加） △36,650 △102,701

仕入債務の増減額（△は減少） △935,081 11,276

未払費用の増減額（△は減少） △73,026 5,529

その他 △62,190 82,067

小計 △84,881 429,954

利息及び配当金の受取額 2,974 2,267

利息の支払額 △6,100 △5,570

法人税等の支払額 △22,578 △3,722

営業活動によるキャッシュ・フロー △110,586 422,929

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △200,000 △100,000

定期預金の払戻による収入 200,000 200,000

投資有価証券の取得による支出 － △198

投資有価証券の売却による収入 － 4,197

有形固定資産の取得による支出 △2,731 △4,666

有形固定資産の売却による収入 67,240 －

無形固定資産の取得による支出 △4,703 △515

その他 △3,365 △1,511

投資活動によるキャッシュ・フロー 56,440 97,306

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △29,994 △9,996

配当金の支払額 △37,724 △646

その他 △301 △188

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,019 △10,830

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △122,165 509,404

現金及び現金同等物の期首残高 1,339,520 1,012,085

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,217,355 1,521,490
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当第２四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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生産、受注及び販売の状況 

当第２四半期累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注) １ 金額は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

4. 補足情報

(1) 生産実績

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

電源機器 566,552 ―

表面処理装置 576,745 ―

電気溶接機 272,298 ―

環境機器 137,190 ―

その他 165,842 ―

合計 1,718,629 ―

(2) 受注実績

セグメントの名称
受注高
(千円)

前年同四半期比
(％)

受注残高 
(千円)

前年同四半期比
(％)

電源機器 648,955 ― 389,399 ―

表面処理装置 380,400 ― 258,330 ―

電気溶接機 285,098 ― 96,326 ―

環境機器 125,783 ― 43,075 ―

その他 129,211 ― 95,967 ―

合計 1,569,450 ― 883,098 ―
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当第２四半期累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3) 販売実績

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

電源機器 464,320 ―

表面処理装置 596,829 ―

電気溶接機 278,134 ―

環境機器 121,176 ―

その他 91,937 ―

合計 1,552,398 ―

相手先

当第２四半期累計期間

販売高(千円) 割合(％)

(株)興和工業所 198,457 12.8
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